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こころとからだにいいことを
let’s enjoy living everyday
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寄り添い、 
支え合うこと。 

これもひとつのまごころ
だと思います。 

まごころのかたちは、 
ひとそれぞれです。 

今号は、寄り添い、支え
合うことについて、ちょっ
と考えさせられたり、あ
たたかい気持ちになれる
内容をお届けします。 

みんな大好きさつまいも
10/19　まごころ館、ま
ちの保育園みんな一緒に
農園でいも掘りをします。



こんにちは。私は施設オープン当初から働いて
いるので多くの入居者様、スタッフと出会うこ
とができました。多くの時間を施設で過ごしてい
ると、入居者様から「いつ寝てるの？早く家に
帰らないと奥さんに逃げられちゃうよ」など日々
の会話のなかで冗談を言ってくれる方も多く、
笑顔あふれる職場です。 
そんな会話のなかでも入居者様に常に希望を持ち

続けてもらう為に、「今はどんなことに興味があるのか
な？」など聞き出せればと思っています。希望通りに実
行することは難しいこともあると思いますが、希望を持
ち続ける限り毎日生きがいを感じることができ、会話も
弾んでくると思います。そんな入居者様の前では私はい
つも元気で笑顔を心掛けています。 
この仕事は自分が健康でいなければ入居者様に良いサー
ビスは提供できません。力は程々ですが、体力には自信

があります。年齢も４２歳となりましたが、健康を維持す
る為に国道５１号線を５０分ほどかけて往復２６キロを
通勤ラン（走る）をしています。健康を目的としています
が、第一に体力の維持でもあり、身体を動かすのでスト
レスの解消にも繋がっています。走る時間は長いので、
走りながら毎日の出来事を振り返る時間でもあり、意外
と有意義な時間です。 
マラソンをしていると数え切れないほど多くのことに遭
遇します。数日前のこと、雨の日に走って信号待ちをして
いるとその場だけ雨が感じられません。上を見ると、ご
高齢の女性が傘をさしてくれていました。「はい、ほん
の少しお裾分け・・」優しい笑顔でした。雨の日は辛い
ことも多くありますがこんな経験をすると、雨の日でも
走ることが苦にならなくなりました。 
走ることは誰でもできるかもしれません。しかし出発す
るまでに①体調管理②栄養面③ストレッチ④毎日の天候
チェックとやることは多くあります。それが毎日の日課
となり走れない日があれば逆にストレスを感じてしまう
ことも。 
こんな自分を周囲のスタッフやご家族様にも身近に感じ
てもらい、何かを始めるきっかけになればと思います。

介護士の 暮らしにひとさじ日記                             
介護主任　宍戸　信行

秋も深まってまいりましたが皆様いかがお過ご
しでしょうか。これから寒くなる季節。「冷え」
は気になりませんか？冷えは血行不良によって引

き起こされます。唐辛子に含まれるカプサイシンや生姜に
含まれるショウガオールは身体を温めてくれる働きがあり
ます。 
普段のお味噌汁に七味や豆板醤を加えてみたり、生姜をスー
プに加えたり、生姜とはちみつを加えて生姜紅茶として飲
んだり。ちょこっとプラスするだけで体を温める一品とな
ります。 
冬に旬を迎えるごぼうや人参などの根菜類も体を温めて
くれる食材です。また、ビタミンEを多く含むナッツ類や
南瓜、モロヘイヤ、赤ピーマンなどの緑黄色野菜、魚介
類(エビ、カニ、カジキ、サーモン等)、植物油脂(ひまわ
り油、オリーブ油等)には血行を良くしてくれる働きがあ
るため一緒に摂ると良い食材です。 
ぬるめの湯舟につかって温まったり、適度な運動で血流
をよくしたり。ほっと一息つける時を大切に心も身体も
ポカポカでいられると良いですね。

管理栄養士  季節の食卓                                
                 

　　　　管理栄養士　篠崎　千穂
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二十四節気の 
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９月の 
　デザート

1 白露 
(9/8)

栗ご飯、澄まし汁、秋刀魚の竜田揚げ、
茄子の鍋しぎ、小松菜の菊花和え

2 敬老の日 (9/17)
赤飯、澄まし汁、天ぷら（海老、茄子、
さつま芋）、豚の角煮、ごま豆腐、梨

3 おやつ 抹茶ババロア

4 誕生日 
ケーキ コーヒーロール



「延命はかわいそう」 
ご家族の多くは、そう話されます。状態に変化
が見られたとき、入居者様とご家族に「人生の最期」
をどこでどのように過ごしたいかをお伺いした時の言葉
です。 
今年の夏は体調を崩される方が多くいらっしゃいました。
しかし、「延命はかわいそう」の言葉の後、様々なご家
族の思いがありました。「このまま慣れた施設で苦しく
ないように」「点滴したら元気になると思う」「何もし
ないわけにはいかない」「自分では決められない」と。 
その時の状態にもよりますが、施設でできること、病院
でできること、自宅で得られる安心感、何を選択するか
は入居者様とご家族です。ご家族間で既に、最期の過ごし
方について話し合われ、ご本人が老衰を受け止めている
時、私にはその入居者様がとても穏やかに見えます。ま
た、入退院を繰り返す時、私は入居者様にとって移動や
検査は負担なのではないかと感じることがあります。さ
らに食べる行為を忘れてしまった入居者様の僅かに開い
た口の隙間から食べ物を入れるとき、本当に食べたいの
だろうか、これでいいのかと感じることもありました。
しかし、面会するご家族のほっとした表情を見て、ご家
族の思いを汲み取れていなかったのではないかとも思い
ます。娘さんが、入居しているお母様に丁寧に時間をかけ
て食事介助をする様子は素敵でした。毎日毎食は難しい
けれど、まごころ館があることで入居者様とそのご家族
にとってよりよい時間が持てるように思います。 
「延命はかわいそう」　 
でも、よかれと思った判断が命の期限の変更になるかも
しれないというご家族の負担や不安を推し量ること、そ
の不安やまだ生きてほしいというご家族の望みに寄り添
うことの意味を改めて考える夏になりました。自分の経
験則や知識でケアを組み立てるのではなく、ご家族の希
望に応えるためや不安を取り除けるよう知識を持って対
応することを心がけていきたいと思います。 

こんにちは。今年の夏を振り返ると、酷暑から
始まり台風の影響による水害、秋めいてきたなと

思えば北海道の震災・・・各地で復興が行われている
今日この頃です。約８年経過する東日本大震災。みなさ
んどう過ごしてこられたでしょうか？当時、私は稲毛グルー
プホームに勤務しておりました。その日は仕事がお休みで、
外出した帰り道、公共機関はストップし自宅まで歩いて23
時に到着しました。翌日は勤務でした。グループホームの
被害は少なく入居者様もお変わりはなかったので一安心。
入居者様には認知症が重度の方が多く、テレビや新聞の
異常な報道の多さに違和感を抱き「いつものテレビ（暴
れん坊将軍）がやらないんだよ。がっかりだよ。」「何
かあったの？」と言葉が飛び交いました。そこで入居者
様とテレビは極力見ずにレクリエーションや健康体操、
一緒に食事の支度を積極的に行うようにしました。入居
者様の不安を取り除くことに少しでも近づけたかどうか
はわかりませんが、この震災をきっかけに、私は所属する
日本作業療法士協会の災害リハビリテーション分野に興
味を持ち、勉強会等に参加しました。全国の中核病院（千
葉県では千葉リハビリテーション病院など）から被災地
に災害発生から4日目以降に活動する「JRAT（ジェーラッ
ト）」という団体があります。被災地でリハビリ？何をす
るんだろうと思われるかもしれませんが、 
①被災地でのリハビリ対象者の把握 
②避難所での生活面の支援やアドバイス（たとえば段ボー
ルベッドの作成や簡易トイレの作成アドバイス） 
③避難所での生活不活発病の予防（個別・集団での健康
体操の提供など） 
④福祉用具の提供や適正化の評価 
⑤精神科医、臨床心理士と協力して心のケアチームの活動 
など幅広くあります。私自身、JRATの活動は未経験です
が、話を聞く機会があったのでここで少しだけご紹介し
たいと思いました。これからもご利用者様にできること、
笑顔・健康になれることに興味を持ち活動していきたい
と思います。以上、秋号のたかはしさんぽっでした。

 niceなおはなし                                
看護師　森島　真帆

　たかはしさんぽっ                                
機能訓練指導員　高橋　理恵

清丸太皷の
皆様、今
年 も 来
て く だ
さ い ま
した。 
生 の 迫力

にみんな大興
奮。元気になれる力強さにみんな
パワーアップ！入居者様も大張り
切りで参加。お見事！ 

イベント
園児たちと楽しいひと時「ほ
かほか交流会」まちの保育園
年長組さんからの手作りプレ
ゼント。箱の中身は何かしら？

祝  喜寿　 
おめでとうございます 



生活相談員　松野　優  
猛暑が少し収まったかと思えば、寒暖差の激しい日々
が続いております。皆様、体調にお変わりは御座いませ
んでしょうか。今回は、１１月の催し事について、ご
案内をさせて頂きます。 
１１月６日（火）には衣類等の訪問販売業者を招いて
「お買い物イベント」を、１１月２５日（日）には、
恒例となっております、ご家族様との「定期交流会」
を、それぞれ開催させて頂く予定となっております。 
ご家族様方には、後日、詳細な案内文を郵送させて頂
く予定となっておりますので、ご確認頂ければ幸いで
す。多数のご参加を、職員一同お待ち申し上げており
ます。

コラム 心の抽き出し  　 Masa .  Okada

子どもの頃、謎々
で”地獄と極楽の違い”
をたずねられたことを
思い出しています。 
「地獄にも極楽にも食堂があって、
とても長い箸が置いてあるのだそうですが、どうやっ
て食べるのでしょう」　　という話でした。地獄の食
堂では、一生懸命に食べようとしてもなかなか自分の
口に入らず、諍いや喧嘩がたえず飢えるしかなかった
のですが、極楽の食堂はお互いが向かい合っている人
に長い箸で食べさせ、穏やかに食事を楽しんでいるの
だそうです。 
まだ、地獄の食堂、極楽の食堂を見たことがないので”
なるほど”と思いながら、「支える」という言葉を深く
考える話しです。 
少子高齢の核家族化が急速に進む今、穏やかで安寧な
暮らしを維持するためには向かい合い、支え合う大切
さを感じます。目の前にある”極楽”を創り出すのは一人
ひとりの想いなのですね。私たちは、そんな時間を大
切にしてまいります。

ご報告　　施設長、副施設長就任のご挨拶

施設長　太刀掛　照幸 

農のある暮らしと健康づくり 
この度佐々木施設長の退職に伴い、１０月１日付に
てまごころ館四街道の施設長に就任いたしましたの
で、ご挨拶させていただきます。 
まごころ館四街道は今年７年目を迎えております。開
設当初より無農薬無肥料にて野菜、実のなる木、ハー
ブなど栽培する目的で「まごころ農園」を整備し、２
４節気を生活に取り入れることにより、季節感を感
じながら生活ができる場として、健康生活の一翼を担っ
てまいりました。 
これからも健康で元気な従業員が、ご入居されている
方々の「心地よい暮し」を支えていけるよう、健康
を経営の核に据えて、地域に根差した施設として「農
のある暮らしと健康づくり」を推進してまいりますの
でご期待ください。 

副施設長　柳澤　和俊 

このたび副施設長を拝命いたしました柳澤です。 
有料老人ホームの入居者募集営業や管理運営に12年
間携わり、昨年8月より当施設の生活相談員業務に就
いておりました。 
副施設長という職の重大さに、正直なところ戸惑っ
ておりますが、新体制のスタートにあたり、施設長
をサポートし、ご入居者様・ご利用者様・ご家族様・
職員の“おもい”としっかり寄り添えるよう努めると共
に地域に根差した施設作りを目指したいと思います。 
微力非才ではありますが、誠心誠意、職務に取り組ん
で参りますので、ご協力、ご指導下さいますようお
願い申し上げます。

■応募資格　　 
　介護職員初任者研修修了以上の資格保有者 
　週３日～OK 
■業務内容　　 
　特別養護老人ホームにおける入居者様への介護業務全般 
■勤務地　 
　特別養護老人ホームまごころ館四街道 
■時間　　７：００～２０：００の間で応相談 
■時給　　９５０円～ 
■待遇　　交通費支給 

■応募先　０４３－３１２－５５５６ 
　　　　　受付時間　１０：００～１７：００ 
　　　　　担　　当　柳澤

介護スタッフ募集（パート）

相談部からのお知らせ

地獄の食堂と極楽の食堂


